
























































































問題 4 は、発育と発達の項で、小学生高学年の男女児童の 50m走速度と、1200 ｍ走速度との関係
を示した内容の問題を提示した。 5 年生男女および 6 年生の男子児童では、短距離走の速い者は長距
離も速いという傾向が認められる。一方 6 年生の女子児童においては、発育が顕著になる時であり、
脂肪の蓄積も多くなり、短距離走と長距離走の関係が認められなくなることを示している。講義におい
ては相関係数に関して説明し、小学 5 年生の男子では r=0.80、小学 6 年生の男子では r=0.46 という
数字の変化していることの意味についても解説した。
7　試験結果


















火曜 1限 96 2（2.1） 18（18.8） 55（57.3） 18（18.8） 3（3.1）
火曜 2限 100 1（1.0） 32（32.0） 52（52.0） 13（13.0） 2（2.0）
木曜 1限 99 2（2.0） 26（26.3） 60（60.1） 10（10.0） 1（1.0）
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